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Topics

トピックス

「ふるいち
店舗情報サイト」
オープン

当社は2008年6月18日より、より機動的に店舗情報

を発信することによりお客様を積極的に店舗へ誘導するこ

とを目的に、「ふるいち店舗情報サイト」（http：//www.

furu1.net/）をオープンいたしました。

当サイトでは、今まで株式会社テイツーのホームページ

で提供した店舗情報やWebチラシ情報をより一層充実し

たことに加え、人気商品の発売日カレンダー、商品の売上

ランキング、そして買取についての説明などを載せ、お客様への店舗情報をよ

り手厚く提供させていただきます。

なお、2008年8月12日には、既存のテイツーコーポレートサイトをリニ

ューアルいたしました。これによって、当社が「古本市場」を運営している企

業であることをより分かりやすく表現するとともに、株主の皆様をはじめとす

る投資家の皆様や店舗物件情報のご提供者、当社へ就職をお考えの方など様々

なステークホルダーへ、よりわかりやすく当社の情報提供を行い、コーポレー

トブランド価値向上を目指してまいります。

当社はこれからもさらなる努力を重ね、「満足を創る」という当社経営理念の実現に向

け、最善を尽くしてまいります。

新規出店、
スクラップ＆
ビルド

当中間期には、古本市場東村山店（東京都）1店舗、

アイ・カフェピーアーク竹ノ塚店（東京都）1店舗を

出店し、引き続き店舗網の拡充及びドミナントエリア

内のシェア拡大を図ってまいりました。また、古本市

場松原店（大阪府）、アイ・カフェ岡山本店（岡山県）

をスクラップ＆ビルドによって

リニューアルオープンし、店舗競

争力の強化を行ってまいりました。

下半期にも古本市場は大阪府柏原市、埼玉県桶川市、そして東京都

江東区などへの出店予定に加え、既存店舗の大幅な店舗改装や異業種

との業務提携による新業態店舗の出店も予定しており、さらなる売上

増加及び事業拡大に努めてまいります。

当中間期は、古本市場事業に関しましては、店舗網の拡充及び店舗競争力強化を図ると
ともに、機動的に店舗情報を発信するため「ふるいち店舗情報サイト」をオープンし、お
客様の店舗への誘導に積極的に努めてまいりました。アイ・カフェ事業に関しましては、
店舗運営面においてコスト管理の徹底を図ると同時に、インターピア株式会社においては
新しい店舗運営POSシステムの一次開発を完了し、大口顧客への納品を行いました。EC
事業に関しましては、リピーター顧客の拡大のための会員限定キャンペーンの実施、品揃
えの強化による販売強化に注力するなど、黒字化の定着を進めてまいりました。
しかしながら、当期期初に想定した前年同期業績好調の反動減の影響もあり、連結売上

高は197億5千5百万円（前年同期比9.2％減）、連結営業利益は4億8千3百万円（同
36.4％減）、連結経常利益は4億5千9百万円（同38.9％減）、連結中間純利益は9千1百
万円（同79.7％減）となりました。

Top Interview

トップインタビュー

代表取締役社長

大 橋 康 宏

中間期の業績
について

当中間期において古本市場事業の物流コストの見直しや古本管理オペレーションの改善
を目的に「物流改善プロジェクト」を発足いたしました。本プロジェクトでは今後の出店
計画等をもとに、物流センターが必要とする適正在庫量を再定義し、適正在庫の維持に必
要な店舗及び物流のオペレーションの具体的改善策並びに適正在庫を上回る過剰在庫の廃
棄を決定いたしました。これにより、特別損失1億8千2百万円を計上いたしましたが、
今後の過剰在庫発生防止の体制確立と将来の物流コスト削減につながる前向きな処理であ
るとご理解いただければ幸いです。

「物流
プロジェクト」の
発足とその内容
について

当下半期につきましては、原油や原材料高騰に伴う生
活必需品全般の値上げ等により消費環境が冷え込んだ影
響による直近の消費環境のトレンドを勘案し、売上計画
の見直しを余儀なくされました。しかし次世代基幹系シ
ステムの検討や物流の過剰在庫発生防止の体制確立、財
務報告に係る内部統制体制の定着など、今後のための体
制作りに全力で取り組んでまいります。

また、当社第18期定時株主総会後郵送でお願いいたしましたアンケート
に対する回答は予想を上回る多数の株主の皆様のご協力をいただきました。
この場をお借りいたしまして心よりお礼申し上げます。当アンケートの集計
結果を貴重なご意見と認識し、当社に期待される株主還元策の中で配当をも
っとも重視するご意見が一番多かったことに基づき今後も業績に応じた安定
的な配当を重視いたします。なお、今期の配当につきましては特別損失の発
生により中間純利益並びに当期純利益は当初計画を下回りますが、中間配当
は1株当り130円と決定し、通期に関しては中間配当130円と合わせて
260円（前期実績と同額）とさせていただく予定であります。
今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

アイ・カフェピーアーク　竹ノ塚店

ふるいち店舗情報サイト

下半期の
取り組みと

株主還元について

古本市場　松原店

テイツーコーポレートサイト
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Financial Highlight

財務データ（連結）

古本市場事業
古本市場事業においては、古本市場お客様用のホームページ「ふるいち店

舗情報サイト」を新しくオープンし、販売促進に注力するとともに、古本市
場店舗の夏のキャンペーンとして「古本市場　夏の大感謝祭」を実施し、各
種商材の売上拡大に取り組みました。なお1店舗の新規出店、1店舗のスク
ラップ＆ビルドを実施し、店舗網の拡充及び店舗競争力強化を図ってまいり
ました。しかしながら、新型ゲーム機の売上が好調であった前年同期の反動
減等により、古本市場事業の売上高は179億7千万円（前年同期比11.0％
減）、営業利益は10億7千5百万円（同18.9％減）となりました。

アイ・カフェ事業
アイ・カフェ事業においては、収益性を重要視し、立地や賃借条件を厳選

した出店を行う方針のもと、FC店1店舗を出店いたしました。店舗運営面
に関しましては、新メニューや新サービスの導入、集客や拡販のため割引ク
ーポンの発行など様々なキャンペーンを展開いたしました。また、連結子会
社であるインターピア株式会社においては、新しい店舗運営POSシステム
の一次開発を完了し、大口顧客への納品を行いました。こうした結果、ア
イ・カフェ事業の売上高は15億6千7百万円（前年同期比16.2％増）とな
りました。利益面においても、営業損失5千8百万円（前年同期は営業損失
1億2千3百万円）となり、営業損失が大幅に縮小する結果となりました。

EC事業
EC事業においては、リサイクル品の高価買取施策の実施、テーマ別古本

販売をはじめとする各種販売活動の実施、会員限定キャンペーンの実施など
により、品揃えの拡充やリピーター顧客の拡大を図り売上高の向上に注力い
たしました。加えて、ECサイトの利便性を高めるため、システムの開発･改
修に努めてまいりました。こうした結果、EC事業の売上高は2億6千1百万
円（前年同期比1.7％増）となりました。利益面においては、営業利益7百
万円（同39.0％減）ながら、2008年2月期に引き続き黒字を達成する結
果となりました。

こうした結果、当中間連結会計期間の連結売上高は197億5千5百万円
（前年同期比9.2％減）、連結営業利益4億8千3百万円（同36.4％減）、連
結経常利益4億5千9百万円（同38.9％減）と前年同期の売上好調による反
動減が大きく影響した結果となりました。また、中間純利益に関しましては、
連結経常利益の減少に加え、古本在庫の廃棄による特別損失の計上により、
当連結中間純利益は9千1百万円（同79.7％減）となりました。

＊ 事業の種類別セグメント情報は6ページをご参照ください。

Sales Activities

営業の概況

＊過去の株式分割による当該影響を遡及しております。
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（資産の部）

流 動 資 産

現金及び預金

たな卸資産

そ の 他

固 定 資 産

有形固定資産

建物及び構築物

土 地

そ の 他

無形固定資産

ソフトウェア

そ の 他

投資その他の資産

長 期 貸付金

差入保証金

そ の 他

資 産 合 計

6,038

1,323

3,712

1,002

5,347

2,186

1,609

242

335

328

260

67

2,831

535

1,635

660

11,385

5,908

1,187

3,812

907

5,473

2,305

1,659

242

404

358

276

82

2,808

506

1,624

677

11,381

6,351

1,310

3,889

1,150

5,418

2,344

1,820

242

281

302

203

98

2,772

527

1,595

648

11,769

前　期
（2008年2月29日現在）

前中間期
（2007年8月31日現在）

当中間期
（2008年8月31日現在）

科　　目 科　　目

（単位：百万円）

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

受取利息及び配当金

そ の 他

営 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税金等調整前中間（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

少数株主利益又は損失

中間（当期）純利益

19,755

14,519

5,235

4,752

483

80

3

76

104

31

72

459

9

205

263

149

―

22

91

45,568

34,545

11,022

9,574

1,448

129

13

115

164

58

106

1,413

19

185

1,247

751

△ 40

△ 97

634

21,747

16,290

5,457

4,696

760

60

4

55

67

29

38

753

0

24

728

310

―

△ 33

451

前　期
2007年3月 1 日から
2008年2月29日まで

当中間期
2008年3月 1 日から
2008年8月31日まで（ （ ）

前中間期
2007年3月 1 日から
2007年8月31日まで（ ））

Financial Data

中間連結貸借対照表（要約） 中間連結損益計算書（要約）

（単位：百万円）

古本市場事業 アイ・カフェ事業 EC事業 消去又は全社

17,967

2

17,970

16,894

1,075

1,567

0

1,567

1,625

△ 58

220

41

261

254

7

―

△ 43

△ 43

496

△ 540

19,755

―

19,755

19,271

483

連結

当中間期（2008年3月1日から2008年8月31日まで）

（単位：百万円）

売上高

外部顧客に対する
売上高

セグメント間の内部
売上高又は振替高

計

営業費用

営業利益

売上高

外部顧客に対する
売上高

セグメント間の内部
売上高又は振替高

計

営業費用

営業利益

古本市場事業 アイ・カフェ事業 EC事業 消去又は全社 連結

前中間期（2007年3月1日から2007年8月31日まで）

事業の種類別セグメント情報

古本在庫の臨時廃棄に加え、売上状況を勘案
した適正在庫水準維持に努めた結果、たな卸
資産が減少しました。

ポイント
解説

1

前年同期売上好調の反動減の影響もあり、減
収減益となりました。ポイント

解説

2

物流センターの規模の適正化による将来の費
用低減を目的とした古本在庫の臨時廃棄に伴
う特別損失を計上しました。

ポイント
解説

3

前　期
（2008年2月29日現在）

前中間期
（2007年8月31日現在）

当中間期
（2008年8月31日現在）

科　　目

（単位：百万円）

（負債の部）

流 動 負 債

買 掛 金

短期借入金

1年内返済予定長期借入金

そ の 他

固 定 負 債

長期借入金

そ の 他

負 債 合 計

（純資産の部）

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金

利益剰余金

自 己 株 式

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

新 株 予 約 権

少数株主持分

純 資 産 合 計

負債・純資産合計

4,550

1,173

1,080

913

1,383

2,074

1,611

463

6,625

4,553

1,165

1,119

2,640

△ 372

3

2

13

189

4,760

11,385

4,890

1,270

1,250

810

1,559

2,145

1,655

490

7,036

4,456

1,165

1,119

2,491

△ 320

3

2

2

270

4,733

11,769

4,722

1,365

790

743

1,823

1,889

1,401

487

6,611

4,555

1,165

1,119

2,612

△ 342

3

2

7

202

4,769

11,381

20,182

6

20,189

18,862

1,326

1,348

―

1,348

1,472

△ 123

216

40

257

245

11

―

△ 47

△ 47

406

△ 453

21,747

―

21,747

20,986

760
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科　　目

（単位：百万円）

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税引前中間（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

中間（当期）純利益

17,978

13,116

4,861

4,344

517

65

86

496

4

204

296

141

―

155

42,338

32,028

10,309

8,680

1,629

131

129

1,631

12

759

883

736

△ 41

188

20,192

15,090

5,102

4,246

856

59

53

862

0

183

678

304

―

374

前　期
2007年3月 1 日から
2008年2月29日まで

当中間期
2008年3月 1 日から
2008年8月31日まで（ （ ）

前中間期
2007年3月 1 日から
2007年8月31日まで（ ））

（資産の部）
流 動 資 産
現金及び預金
た な 卸 資 産
そ の 他

固 定 資 産
有形固定資産
建 物
そ の 他

無形固定資産
投資その他の資産
差 入 保証金
そ の 他

資 産 合 計
（負債の部）

流 動 負 債
買 掛 金
短期借入金
１年内返済予定長期借入金
そ の 他

固 定 負 債
長期借入金
そ の 他

負 債 合 計
（純資産の部）
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資本準備金

利 益 剰 余 金
自 己 株 式
評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
新 株 予 約 権
純 資 産 合 計
負債・純資産合計

5,213
736

3,636
841

4,605
1,506
903
602
241

2,857
1,285
1,572
9,819

3,689
1,085
900
570

1,133
1,454
1,038
416

5,144

4,658
1,165
1,119
1,119
2,744

△ 372
2
2
13

4,674
9,819

5,194
704

3,720
770

4,590
1,574
925
649
197

2,818
1,271
1,547
9,785

3,915
1,272
600
485

1,556
1,262
827
434

5,177

4,598
1,165
1,119
1,119
2,655

△ 342
2
2
7

4,608
9,785

前　期
（2008年2月29日現在）

当中間期
（2008年8月31日現在）

科　　目

（単位：百万円）

5,596
760

3,792
1,043
5,037
1,535
1,002
533
150

3,350
1,264
2,086
10,633

4,261
1,215
1,200
583

1,263
1,494
1,060
434

5,756

4,872
1,165
1,119
1,119
2,907

△ 320
2
2
2

4,877
10,633

前中間期
（2007年8月31日現在）

Financial Data

中間貸借対照表（個別） 中間損益計算書（個別）

2008年2月29日　残高
中間連結会計期間中の変動額
剰余金の配当（注）
中間純利益
自己株式の取得

中間連結会計期間中の変動額合計
2008年8月31日　残高

資本金
1,165

―
―
―

―
1,165

1,119

―
―
―

―
1,119

2,612

△　65
91
―

27
2,640

△　342

―
―

△　30

△　30
△　372

4,555

△　65
91

△　30

△　2
4,553

2

―
―
―

0
2

0

―
―
―

△　0
0

7

―
―
―

6
13

202

―
―
―

△　12
189

4,769

△　65
91

△　30

△　9
4,760

株主資本
資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

評価・換算差額等
その他有価証券 為替換算調整勘定

新株
予約権

少数株
主持分

純資産
合計

（単位：百万円）当中間連結会計期間（2008年3月1日から2008年8月31日まで）
中間連結株主資本等変動計算書

（注）2008年5月の定時株主総会における利益処分項目であります。

（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間（当期）純利益

減価償却費

その他営業活動による増減額

小計

法人税等の支払額

その他

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得・売却による収支

無形固定資産の取得による収支

差入保証金の払込・返還による収支

その他

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額

長期借入金の借入・返済による収支

その他

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高

前　期
2007年3月 1 日から
2008年2月29日まで（ ）

前中間期
2007年3月 1 日から
2007年8月31日まで（ ）（ ）

1,530

1,247

483

409

2,140

△ 561

△ 48

△ 934

△ 342

△ 209

△ 84

△ 298

△ 936

△ 110

△ 652

△ 173

△ 340

1,394

1,054

当中間期
2008年3月 1 日から
2008年8月31日まで

473

728

223

△ 99

853

△ 354

△ 25

△ 623

△ 231

△ 48

△ 27

△ 315

△ 67

350

△ 331

△ 85

△ 217

1,394

1,177

中間連結キャッシュ・フロー計算書

科　　目

△ 151

263

276

△ 146

393

△ 516

△ 28

△ 286

△ 159

△ 71

7

△ 62

573

290

379

△ 96

135

1,054

1,190

税金等調整前中間純利益の減少や法人税等の
支払額の増加により、営業活動によるキャッ
シュ・フローは減少しました。

ポイント
解説

4

持株法適用会社減少に伴う
剰余金増加額
株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

―

―

―

―

1

―

―

―

1

―

―

0

―

△　0

―

6

―

△　12

1

△　6
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■発行可能株式総数
■発行済株式の総数
■株主数

2,000,000株
551,400株
6,018名

（注）当社は自己株式49,577株を保有しておりますが、表記しておりません。

大株主

持株数

165,000

20,000

16,748

14,542

11,718

10,000

9,257

9,228

7,000

6,382

29.92

3.63

3.04

2.64

2.13

1.81

1.68

1.67

1.27

1.16

出資比率株　主　名

有限会社ワイ・エイ・ケイ・コーポレーション

秋山良夫

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株式会社山陰合同銀行

テイツー従業員持株会　　　

東京海上日動火災保険株式会社

株式会社中国銀行

大橋康宏

株式会社三菱東京UFJ銀行

株式会社トマト銀行

株 ％

その他法人 
218,594株 
（39.64%） 

証券会社 
4,076株 
（0.74%） 

外国法人等 
6,021株 
（1.09%）　

個人その他 
243,992株 
（44.26%） 

金融機関 
78,717株 
（14.27%） 

551,400株 

＊主な事業内容
古本、TVゲームソフト・ハード、DVD、CD等の販売・買取
及びビデオレンタル業務、アイ・カフェ（インターネット・コミック・カフェ）の運営
（注）＊はテイツーグループ全体に関しての記載であります。

会社の概要（2008年10月1日現在）

株式の状況（2008年8月31日現在） 所有者別株式分布状況

商 号
英 訳 名
店 舗 名
創 業
設 立
本 社

東 京 本 部

代 表 者
資 本 金
従 業 員 数＊

株式会社テイツー
TAY TWO CO.,LTD.
古本市場、ふる１

いち

、アイ・カフェ、ブック・スクウェア
1989年10月
1990年4月
岡山県岡山市今村650番111
TEL（086）243－8600
東京都港区芝公園二丁目4番1号　ダヴィンチ芝パークA館8F
TEL（03）5408－5100
代表取締役社長　大橋　康宏
1,165,507千円
449名　パート・アルバイト1,628名

役員（2008年10月31日現在）

代表取締役社長
取締役副社長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取締役（社外）
取締役（社外）
常勤監査役（社外）
常勤監査役（社外）
監査役（社外）
監査役（社外）

大 橋 康 宏
堀 　 久 志
片 山 靖 浩
関 本 慎 治
森 崎 俊 朗
寺 田 勝 宏
安 田 育 生
吉 田 就 彦
西 川 　 豊
武 田 由
平 田 　 修
岡 本 博 之

東京都東村山市青葉町3-2-4 2008年8月7日オープン

古本市場 

アイ・カフェ 

2店舗 
3店舗 

古本市場 

アイ・カフェ 

2店舗 
2店舗 

四国 

古本市場 

アイ・カフェ 

1店舗 
1店舗 

アイ・カフェ 5店舗 

24店舗 
1店舗 
11店舗 

古本市場 

アイ・カフェ 

10店舗 
1店舗 

近畿 

古本市場 

ブック・スクウェア 

アイ・カフェ 

 

50店舗 
4店舗 
6店舗 

 
中国 

古本市場 

アイ・カフェ 

19店舗 
4店舗 

九州 

中部 

関東 

東北 

北海道 

古本市場 

ふる1 

アイ・カフェ 

いち 

Stock Information

株式の状況／会社の概要

Network

ネットワーク

新店舗

（2008年10月31日現在）

古本市場
東 村 山 店

東京都足立区竹の塚1-41-8 2008年4月11日オープン
アイ・カフェ
ピーアーク竹ノ塚店

※各店舗の詳細につきましては、下記のURLをご参照ください。
http：//www.furu1.net/index.html


